	　テスト問題　問題用紙

	　科目：情報の科学　範囲：「情報の科学」第４章 p.89-108


１．次の文章を読んで，（１）～（４）の各問いに答えなさい。

普段の生活の中で「困っている，不便な事柄」，「そのままでは実現できない目標や課題」に対して，原因を分析し，それを克服・実現する方法を考え，実際に解決・達成に向けて実行していくことが（ ① ）である。やみくもに対処せず，落ち着いて原因を分析することが大切である。
とくに複数人で多くのアイディアを出したい場合，Ａブレーンストーミングが有用である。そこで出てきたアイディアを（ ② ）に書き出し，関連のあるものをグループにまとめ，模造紙などにレイアウトしてグループ間の関係を図解すると，問題構造を把握することが容易になる。意見を出し合う作業と，意見を整理する作業を組み合わせることで効率よく作業を行うことができる。
また，問題を分解・整理する場面で必要になってくるのが，Ｂ漏れなく重複することなくものごとを分解しようという考え方の（ ③ ）である。これにより，（①）の視点を整理することができる。（③）の考え方に基づいて枝葉が茂る木のような形にものごとを分解・整理したものを（ ④ ）とよぶ。「なぜ？」という問いかけを繰り返しながら，原因や解決策について考えることで，問題の全体像を把握することができる。
（１）①～④に適する語句を答えなさい。（２点×４）
（２）下線部Ａを行うにあたり，意見を活発にたくさん出し合うための四つのルールを答えなさい。（２点×４）
（３）下線部Ｂの考え方を用いて，クラスの生徒を三つに分類・分解しなさい。（４点×１）
（４）④を用いて「朝食をとらない」ことについての原因を考えなさい。（２点×５）
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２．次の（１）～（３）の各問いに答えなさい。

（１）次の推論を読み，その推論が正しい場合には○を，誤っている場合には，その誤りを60字以内で指摘しなさい。（４点×１）
【前提】情報高校の１年生全員が部活動に参加している。情報高校のＡさんは部活動に参加している。
【結論】よって，Ａさんは情報高校の１年生である。

（２）次の推論を読み，その推論が正しい場合には○を，誤っている場合には，その誤りを60字以内で指摘しなさい。（４点×１）
【前提】科学高校ではすべての生徒が通学に自転車を使っている。Ｂさんは，通学に電車を利用している。
【結論】よって，Ｂさんは科学高校の生徒ではない。

（３）（１）（２）の推論は，演繹・帰納・仮説形成（アブダクション）のどれに該当するか，答えなさい。（２点×１）

３．次の文章を読んで，（１）～（３）の各問いに答えなさい。

　「Ａ高校１年生の携帯電話・スマートフォンの利用実態調査」を行うため，Ａ高校の1年生全員（数名の欠席者あり）にアンケートをとった。質問の内容は次の通りである。
　問１　携帯電話やスマートフォンをもっていますか？（一つ選択）

・携帯電話　　・スマートフォン　　・両方（携帯とスマホ）　　・もっていない

　問２　携帯電話・スマートフォンを１日にどれくらい使用しますか？平日と休日それぞれについて答えてください。（一つ選択）

・ほとんど使用しない
・30分未満

・30分以上１時間未満
・１時間以上２時間未満
・２時間以上３時間未満
・３時間以上４時間未満

・それ以上
　問３　携帯電話・スマートフォンのおもな使用目的は何ですか？（複数選択可）
・電話
・メール
・LINE
・SNSへの書き込み

・動画の閲覧等
・Webページの閲覧
・音楽の再生等
・ゲーム

・掲示板等への書き込み
・その他

（１）問１の回答の集計結果について，円グラフ・棒グラフそれぞれであらわしたときのメリット・デメリットについてそれぞれ50字以内で答えなさい。（４点×４）
（２）問２の内容について，次のように作成した。このグラフの名前と，このグラフを利用するメリットについて50字以内で答えなさい。（名前２点＋メリット４点＝計６点）
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（３）問３の回答の集計結果について円グラフを使って作成したところ，先生から「円グラフを使用してはいけない」と指摘された。その理由を70字以内で答えなさい。（４点×１）
４．次の文章を読んで，（１）～（５）の各問いに答えなさい。

　Ａ組とＢ組の通学時間（分）の特徴の違いを比べるために各個人の通学時間を調査し，以下のようなグラフにまとめた。グラフの縦軸は人数で横軸は時間（分）である。
横軸の時間は０分以上10分未満，10分以上20分未満のように（ ① ）という区間に分割した。それぞれの（①）に含まれるデータの個数を（ ② ）とよぶことから，このようなグラフを（ ③ ）とよぶ。
Ａ組　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ組
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（１）①～③に適する語句を答えなさい。（２点×３）
（２）Ａ組とＢ組のそれぞれの最頻値（モード）を答えなさい。（２点×２）
（３）グラフから，①の中央の値を利用してＡ組とＢ組の平均通学時間（分）をそれぞれ求めなさい。（４点×２）

（４）分散や標準偏差を利用するとデータの特徴を客観的に判断することができる。Ａ組とＢ組のどちらのクラスが分散の値が大きいといえるか答えなさい。（２点×１）
（５）分散が大きいと，小さい場合と比較してグラフにはどのような特徴が見られるか，50字以内で答えなさい。（４点×１）
５．次の（１）～（３）の各問いに答えなさい。

（１）「真夏になって気温が上がる（原因）と，みんなが冷房をつけるので電気の使用量が増える（結果）。」このとき，原因と結果の間にはどのような関係があるか。（２点×１）
（２）「消防車の出動回数と火事の発生件数を比較してみると，消防車の出動が増えている（原因）ほど火事が増えている（結果）。よって，火事を減らすためには，消防車の出動を減らすべきだ。」この推論の問題点を「原因」と「結果」の二つの語句を使用して説明しなさい。（４点×１）
（３）新聞の折り込み広告でＡ塾の大学合格実績をあらわす下のようなグラフを見かけた。次の①，②の各問いに答えなさい。
[image: image4.png]95

85

75

65

55

69

61

20114

20124

90

20134





①このグラフの作成者の意図を30字以内で答えなさい。（２点×１）
②このグラフを読み取る際に注意すべき点を50字以内で答えなさい。（２点×１）
解答用紙
	科目
	情報の科学
	年　 組　 番 氏名
	　点

	範囲
	「情報の科学」第４章 p.89-108
	
	


	１
	（１）

	①


	②


	
	
	③

	④


	
	（２）

	
	

	
	
	
	

	
	（３）
	

	
	（４）
	Ａ　

	Ｂ１　


	
	
	Ｂ　

	Ｂ２　


	
	
	Ｃ　

	

	２
	（１）
	

	
	（２）
	

	
	（３）
	
	

	３
	（１）
	円グラフ

メリット
	

	
	
	円グラフ

デメリット
	

	
	
	棒グラフ

メリット
	

	
	
	棒グラフ

デメリット
	

	３
	（２）
	グラフの名前
	
	

	
	
	メリット


	

	
	（３）
	

	４
	（１）
	①

	②


	③



	
	（２）
	Ａ組


	Ｂ組



	
	（３）
	Ａ組
	

	
	
	Ｂ組
	

	
	（４）
	
	

	
	（５）
	

	５
	（１）
	
	

	
	（２）
	

	
	（３）
	①　



	
	
	②　




解答用紙（解答）
	科目
	情報の科学
	年　 組　 番 氏名
	　点

	範囲
	「情報の科学」第４章 p.89-108
	
	


	１
	（１）

	①

問題解決
	②
カード（付箋紙，ポストイットも可）

	
	
	③
MECE（ミーシー，ミッシーも可）
	④
ロジックツリー

	
	（２）

	他人の発言を批判しない
	自由に発言する

	
	
	ほかの人の発言に便乗する
	たくさんの提案を出す

	
	（３）
	（例）「４～７月生まれ，８月～11月生まれ，12月～３月生まれ」，「部活に入っていない，部活に一つ入っている，部活に二つ以上入っている」

	
	（４）
	Ａ　
（例）食欲がわかない
	Ｂ１　
（例）部活や勉強で就寝時刻が遅い

	
	
	Ｂ　
（例）起床時刻が遅い
	Ｂ２　
（例）眠りが浅く，起きられない

	
	
	Ｃ　
（例）朝学習する時間を確保するため
	

	２
	（１）
	部活動にはほかの学年の生徒も参加しているので，これだけでＡさんが１年生であるとは言い切れないので誤りである。

	
	（２）
	Ｂさんは通学に電車だけでなく自転車も使っている可能性があるため，科学高校の生徒ではないとは言い切れないので誤りである。

	
	（３）
	演繹
	

	３
	（１）
	円グラフ

メリット
	高校１年生全体から見た携帯電話・スマートフォンをもっている割合を把握することが容易である。

	
	
	円グラフ

デメリット
	携帯電話・スマートフォンをもっている人数を把握するのには不向きである。

	
	
	棒グラフ

メリット
	携帯電話・スマートフォンをもっている人数を把握し，比較することが容易である。

	
	
	棒グラフ

デメリット
	高校１年生全体から見た携帯電話・スマートフォンをもっている割合を把握するには不向きである。

	３
	（２）
	グラフの名前
	帯グラフ
	

	
	
	メリット


	平日と休日を比べたときの使用時間の割合の変化を把握することが容易である。

	
	（３）
	円グラフは全部を足して100%になるものをあらわすため，複数選択可の質問のように全部を足して100%にならないものをあらわすには不適切である。

	４
	（１）
	①
階級
	②

度数
	③

度数分布図

	
	（２）
	Ａ組

45
	Ｂ組

35

	
	（３）
	Ａ組
	37.5分
(5×4+15×5+25×6+35×6+45×8+55×5+65×4+75×２)÷（4+5+6+6+8+5+4+2）=37.5

	
	
	Ｂ組
	36.5分
(15×4+25×8＋35×12＋45×11＋55×4＋65×1)÷(4+8+12+11+4+1)＝36.5

	
	（４）
	Ａ組
	

	
	（５）
	平均値から離れた値が多くなると分散の値も大きくなるので，データにばらつきのある度数分布図になる。

	５
	（１）
	因果関係
	

	
	（２）
	因果関係における原因と結果が逆である。

	
	（３）
	①　

2013年の人数を強調し，人数が倍増しているように見せたい。

	
	
	②　

グラフの縦軸が０からはじまっていないため，人数の伸びが急激に見える。


１（４）　ＡＢＣの欄は「朝食をとらない」の根拠となっているかで判断する。
　　　　　同様に，Ｂ１Ｂ２は，Ｂの原因（根拠）となっているかで判断する。
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